
元雜劇「一折一韻到底」説についての再検討

（217）842

は
じ
め
に

　

元
雑
劇
が
も
つ
形
態
上
の
顕
著
な
特
色
は
、
通
常
四
折
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
あ
る
）
1
（

。
折
は
、
曲
と
科
白
（
セ
リ
フ
・
し
ぐ
さ
）
か
ら
な
り
、
す
な
わ
ち

現
代
的
意
味
の
一
幕
に
あ
た
る
も
の
だ
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ

し
て
、
一
折
の
う
ち
に
配
置
さ
れ
る
曲
に
つ
い
て
、
終
始
同
一
の
韻
を
踏
ま
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
一
折
一
韻
到
底
」
の
規
則
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
。
関
連
す
る
著
作
は
多
く
あ
る
が
、
次
に
日
中
の
代
表
的
な
も
の
を
そ
れ
ぞ

れ
二
点
ず
つ
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
）
2
（

。（
引
用
文
の
後
の
カ
ッ
コ
内
の
訳
は
執

筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

・ 

塩
谷
温
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』：
一
折
一
調
一
韻
、
ま
た
一
折
の
中
は
一

韻
到
底
で
あ
り
ま
す
。

・ 

倉
石
武
四
郎
『
中
国
文
学
史
』：
一
折
を
通
じ
て
同
じ
韻
を
踏
み
通
さ
ね
ば

な
ら
ず
、（
後
略
）。

・ 

王
力
『
古
代
漢
語
』：
無
論
小
令
或
套
数
、
曲
韻
都
是
一
韻
到
底
、
中
间
不

換
韻
的
。
因
此
、
在
雑
劇
中
、
每
一
折
就
只
押
一
个
韻
部
。（
小
令
に
お
い

て
も
套
数
に
お
い
て
も
、
曲
の
韻
は
皆
「
一
韻
到
底
」
で
あ
り
、
途
中
で
韻

元
雜
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折
一
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（
１

）　

例
外
と
し
て
五
折
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
も
ま
れ
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
折
で
足
り
な
い
場
合
、
さ
ら
に
「
楔
子
」
と
称
す
る
短
い
幕
（
一
種
の
補
助
幕
）
を
加
え
る
こ
と
も
よ
く

あ
る
。

（
２

）　

塩
谷
温
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』（
大
日
本
雄
弁
会
１

９

１

９

年
、
第
１

２

０
│

１

２

２

頁
）、
倉
石
武
四
郎
『
中
国
文
学
史
』（
中
央
公
論
社
１

９

５

６

年
、
第
91
頁
）、
王
力
『
古
代
漢
語
（
修

訂
版
）』（
中
華
書
局
１

９

６

４

年
、
第
１

６

５

４

頁
）、
李
春
祥
『
元
雑
劇
史
稿
』（
河
南
大
学
出
版
社
１

９

８

９

年
、
第
32
頁
）
を
参
照
。
ほ
か
に
、
児
岛
献
吉
郎
『
支
那
文
学
概
論
』（
１

９

２

８

年
京
文
社
、
第
２

７

６

頁
）、
內
田
泉
之
助
『
中
國
文
學
史
』（
１

９

５

６

年
明
治
書
院
、
第
３

７

６

頁
）、
劉
蔭
柏
『
元
代
雑
劇
史
』（
１

９

９

０

年
花
山
文
藝
出
版
社
、
第
２

２

８

頁
）、

張
燕
瑾
『
中
國
戲
劇
史
』（
１

９

９

３

年
文
津
出
版
社
、
第
53
│

54
頁
）、
李
修
生·

趙
義
山
『
中
国
分
体
文
学
史
・
戯
曲
卷
』（
２

０

０

７

年
上
海
古
籍
出
版
社
、
第
19
│

20
頁
）
な
ど
に
も
同

じ
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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を
換
な
い
。
こ
の
た
め
、
雑
劇
の
中
で
は
、
い
ず
れ
の
折
も
た
だ
一
つ
の
韻

の
み
を
踏
む
。）

・ 
李
春
祥
『
元
雑
劇
史
稿
』：
一
折
戯
只
能
用
一
个
宮
調
、
一
韻
到
底
。
定
格

之
外
、
可
以
加
衬
字
。（
一
折
は
一
つ
の
宮
調
し
か
使
用
せ
ず
、「
一
韻
到
底
」

で
あ
る
。
定
型
の
句
格
の
ほ
か
、
ま
た
襯
字
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。）

以
上
で
あ
げ
た
よ
う
に
、
元
雑
劇
の
一
折
に
あ
る
曲
が
同
じ
韻
を
踏
む
と
い
う

「
一
折
一
韻
到
底
」
説
は
す
で
に
日
中
の
学
者
た
ち
に
ほ
ぼ
定
説
の
よ
う
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
も
、
学
者
た
ち
の
主
張
か
ら
み
れ

ば
、「
一
韻
到
底
」
は
元
雑
劇
の
特
徴
と
い
う
よ
り
、
厳
し
く
守
ら
ね
ば
な
ら

な
い
原
則
と
い
う
意
味
合
い
の
方
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
関

連
文
献
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
元
代
で
は
「
一
折
一
韻
到
底
」
と
い
う
説
を

は
っ
き
り
と
主
張
し
た
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
説
は
い
つ
唱
え
ら
れ
は
じ
め
、
の
ち
に
ど
の
よ
う
に
定

着
し
た
の
か
、
ま
た
現
存
の
元
雑
劇
作
品
に
お
い
て
は
そ
の
説
に
そ
ぐ
わ
な
い

例
は
ま
っ
た
く
な
い
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、「
一
折
一
韻
到
底
」
説
の
成
立
経
緯
に
つ
い

て
先
行
研
究
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。「
一
折
一
韻
到
底
」
説
に

そ
ぐ
わ
な
い
例
に
目
を
向
け
た
先
行
研
究
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も

個
別
の
作
品
を
対
象
に
考
察
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
ほ
か
の
課
題
た
と
え
ば

「
楔
子
」
や
「
挿
曲
」
を
検
討
す
る
際
）
3
（

、
そ
れ
に
関
連
す
る
異
韻
曲
の
例
に
留

ま
っ
て
お
り
、
元
雑
劇
全
体
の
特
徴
と
し
て
、「
一
折
一
韻
到
底
」
説
に
そ
ぐ

わ
な
い
例
を
主
な
考
察
対
象
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
然
、
現
存
の
元
雑
劇

作
品
に
そ
の
よ
う
な
例
が
ど
れ
ぐ
ら
い
存
在
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
呈
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
ま
だ
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿

で
は
「
一
折
一
韻
到
底
」
と
い
う
従
来
の
説
を
見
直
す
視
点
か
ら
、
先
行
研
究

に
ま
だ
解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
に
た
い
し
て
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
元
雑
劇
に
お
け
る
「
一
折
一
韻
到
底
」
説
の
由
来

　

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
の
資
料
を
調
査
し
た
限
り
、
元
代
で
は
「
一

折
一
韻
到
底
」
と
い
う
説
を
明
確
に
主
張
し
た
人
は
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
の
主

な
理
由
は
、「
折
」
と
い
う
概
念
が
元
代
に
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
た
め
だ

と
考
え
ら
れ
る
。『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』（
元
雑
劇
の
現
存
唯
一
の
元
刊
本
）
で

は
セ
リ
フ
の
掛
け
合
い
の
一
段
の
み
を
「
折
」
と
標
記
す
る
こ
と
が
よ
く
見
ら

れ
る
。
や
や
後
の
明
初
で
は
、
例
え
ば
、
永
楽
・
宣
德
年
間
（1403-1435

）

に
上
梓
さ
れ
た
朱
有
燉
の
『
誠
齋
雜
劇
』（
計
31
種
）
に
お
い
て
は
一
幕
に
た

ま
に
挿
入
さ
れ
た
一
段
の
短
い
歌
舞
に
「
折
」
の
標
示
を
付
け
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
折
が
セ
リ
フ
や
歌
舞
の
一
段
を
指
す
場
合
は
、
そ
も
そ
も
「
套
曲
」
た
り
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（
３

）　
「
楔
子
」
に
つ
い
て
、
孫
楷
第
『
北
曲
劇
末
有
楔
子
』（『
滄
州
集
』
中
華
書
局
１

９

６

５

年
、
第
３

２

４
│

３

２

８

頁
）、
日
下
翠
『
楔
子
考
』（『
中
国
戯
曲
小
説
の
研
究
』、
研
文
社
１

９

９

５

年
、
第
41
│

59
頁
）
を
参
照
。「
挿
曲
」
に
つ
い
て
、
鄭
騫
『
論
元
雜
劇
散
場
』（『
從
詩
到
曲
』
科
學
出
版
社
１

９

６

１

年
）、
田
中
謙
二
『
院
本
考
│

そ
の
演
劇
理
念
の
志
向
す
る
も
の
』（『
日

本
中
国
学
会
报
』
第
二
十
集
、
１

９

６

８

年
）
を
参
照
。
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え
な
い
の
で
、「
一
韻
到
底
」
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
一
般
的
に
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
通
常
一
つ
の

套
曲
と
科
白
か
ら
な
る
一
幕
と
い
う
「
折
」
の
概
念
が
定
着
し
た
の
は
、『
元

曲
選
』
な
ど
明
代
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
元
雑
劇
の
選
集
に
よ
る
の
で
あ
る
）
4
（

。
執

筆
者
の
調
べ
た
限
り
で
は
、
明
初
か
ら
嘉
靖
年
間
（1522-1566

）
ま
で
「
一

折
一
韻
到
底
」
を
論
及
す
る
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
万
暦
（1573-1620

）
以
降
、

元
雑
劇
に
関
心
を
寄
せ
る
文
人
の
戯
曲
理
論
の
著
作
に
お
い
て
元
雑
劇
の
構
成

や
体
制
を
論
じ
る
際
に
、「
一
折
一
韻
到
底
」
と
い
う
説
が
よ
う
や
く
論
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
期
の
代
表
的
論
及
者
は
王
驥
徳
（
約1540-1623

）

で
あ
り
、
そ
の
著
作
『
曲
律
・
論
韻
第
七
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

至
元
人
譜
曲
用
韻
始
嚴
。
徳
清
生
最
晚
、
始
輯
為
此
韻
、
作
北
曲
者
守
之
、

兢
兢
無
敢
出
入
。（
中
略
）
北
劇
每
折
只
用
一
韻
、
南
戲
更
韻
、
已
非
古
法
、

至
每
韻
復
出
入
數
韻
、
而
恬
不
知
怪
、
抑
何
窘
也
）
5
（

。（
元
人
の
曲
を
譜
す

る
に
至
り
、
韻
を
用
ふ
る
に
始
め
て
嚴
な
り
。
徳
清
は
生
ま
る
る
こ
と
最

も
晚
く
、
始
め
て
輯
め
て
此
の
韻
を
為
す
。
北
曲
を
作
る
者
之
を
守
り
て
、

兢
兢
と
し
て
敢
へ
て
出
入
す
る
無
し
。（
中
略
）
北
劇
は
折
ご
と
に
只
だ

一
韻
を
用
ひ
、
南
戲
は
韻
を
更
へ
て
已
に
古
法
に
非
ず
。
每
韻
復
た
數
韻

に
出
入
す
る
こ
と
數
韻
に
至
る
も
、
恬
と
し
て
怪
し
む
を
知
ら
ず
、
抑
も

何
ぞ
窘
し
ま
ん
や
。）

　

ま
ず
、
王
驥
徳
は
北
曲
の
押
韻
が
元
の
周
徳
清
（1277-1365

）
編
の
『
中

原
音
韻
』
を
基
準
に
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
一
方
、
北
劇
（
す
な
わ
ち
北
曲
系

統
の
元
雑
劇
と
明
雑
劇
）
は
每
折
た
だ
一
つ
の
韻
の
み
を
用
い
る
と
指
摘
し
、

元
雑
劇
の
一
折
は
「
一
韻
到
底
」
す
べ
き
だ
と
事
実
上
唱
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

王
氏
は
南
戯
（
明
以
降
は
伝
奇
戯
曲
）
の
一
齣
（
一
幕
、
雑
劇
の
一
折
に
あ
た

る
）
に
お
け
る
頻
繁
な
換
韻
を
良
し
と
せ
ず
、「
已
に
古
法
に
非
ず
」
と
批
判

的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
王
氏
の
言
外
に
は
、
い
か
に
も
南
戯
も
北
劇
と
同

じ
く
「
一
韻
到
底
」
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
含
み
が
読
み
取
れ
よ

う
。
似
た
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
も
の
は
ほ
か
に
ま
た
祁
彪
佳
（1603-1645

）

と
呂
天
成
（1580-1618

）
が
い
る
。
祁
彪
佳
の
『
遠
山
堂
劇
品
』
で
は
明
の

張
大
諶
（
生
没
不
明
）
作
の
『
誅
雄
虎
』（
雑
劇
）
に
つ
い
て
、

侠
士
一
言
相
許
、不
惜
頭
顱
、此
劇
略
見
大
意
。每
曲
換
一
韻
、非
法
）
6
（

。（
侠

士
一
言
を
相
ひ
許
し
、
頭
顱
を
惜
し
ま
ず
。
此
の
劇
略
ぼ
大
意
を
見
る
。

每
曲
一
韻
を
換
へ
る
こ
と
、
法
に
非
ず
。）

と
評
し
て
い
る
。
即
ち
祁
彪
佳
は
、
雑
劇
の
一
折
中
の
曲
は
途
中
で
韻
を
換
え
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（
４

）　

後
に
、
そ
う
い
っ
た
理
解
が
受
け
継
が
れ
て
現
在
で
は
学
界
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
学
者
に
よ
る
元
刊
本
の
校
本
・
整
理
本
（
例
え
ば
、
鄭
騫
『
校
訂
元
刊
雜
劇
三
十
種
』
世

界
書
局
１

９

６

２

年
、
徐
沁
君
『
新
校
元
刊
雜
劇
三
十
種
』
中
華
書
局
１

９

８

０

年
）
に
も
『
元
曲
選
』
の
形
式
に
倣
っ
て
「
折
」
を
分
け
て
い
る
。「
折
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
あ

る
が
、
本
稿
は
孫
楷
第
『
元
曲
新
考
』（『
也
是
園
古
今
雜
劇
考
』
上
雑
出
版
社
１

９

５

３

年
、
第
３

７

１
│

３

７

５

頁
）
と
岩
城
秀
夫
『
元
雑
劇
の
構
成
に
関
わ
る
基
礎
的
概
念
の
再
検
討
』（『
中

国
戯
曲
演
劇
研
究
』
造
文
社
１

９

７

２

年
、
第
４

９

３
│

４

９

８

頁
）
を
参
照
。

（
５

）　

王
驥
徳
『
曲
律
』（
中
国
戯
曲
研
究
院
編
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
（
四
）』
１

９

５

９

年
、
第
１

１

０
│

１

１

１

頁
）
を
参
照
。

（
６

）　

祁
彪
佳
『
远
山
堂
劇
品
』（
中
国
戯
曲
研
究
院
編
『
中
国
古
典
戯
曲
论
著
集
成
（
六
）』
１

９

５

９

年
、
第
１

９

６

頁
）
を
参
照
。
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て
は
な
ら
ず
、「
一
韻
到
底
」
す
べ
き
だ
の
立
場
を
明
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
鄭
若
庸
（1489-1577

）
作
の
『
玉
玦
記
』（
伝
奇
戯
曲
）
に
対
し
て
、

呂
天
成
は
そ
の
著
書
『
曲
品
』
で

曲
雅
工
麗
、
可
詠
可
歌
、
開
後
人
駢
綺
之
派
。
每
折
一
調
、
每
調
一
韻
、

尤
為
先
獲
我
心
）
7
（

。（
曲
雅
工
麗
に
し
て
、
詠
ず
べ
く
歌
ふ
べ
く
、
後
人
の

駢
綺
の
派
を
開
く
。
折
ご
と
に
一
調
、
折
ご
と
に
一
韻
な
り
、
尤
も
先
に

我
が
心
を
獲
る
を
為
す
。）

と
評
価
し
、
祁
彪
佳
も
そ
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
に

以
工
麗
見
長
、
雖
屬
詞
家
第
二
義
、
然
元
如
『
金
安
壽
』
等
劇
、
已
盡
塡

學
問
、
開
工
麗
之
端
矣
。
此
記
每
折
一
調
、
每
調
一
韻
、
五
色
管
經
百
煉

而
成
、
如
此
工
麗
、
亦
豈
易
哉
）
8
（

。（
工
麗
を
以
て
長
を
見
す
こ
と
は
、
詞

家
の
第
二
義
に
属
す
れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
元
の
『
金
安
壽
』
等
の
劇
の
如

き
は
已
に
盡
く
學
問
を
塡
め
、
工
麗
の
端
を
開
け
り
。
此
の
記
、
折
ご
と

に
一
調
、
調
ご
と
に
一
韻
な
り
。
五
色
の
管
、
百
煉
を
經
て
成
る
。
此
の

如
く
工
麗
な
る
も
、
亦
た
豈
に
易
か
ら
ん
や
。

と
賞
賛
し
て
い
る
。
典
雅
綺
麗
た
る
曲
辞
は
重
ん
じ
る
の
は
さ
て
お
き
、
そ
れ

よ
り
二
人
は
ま
ず
「
每
折
一
調
、
每
調
一
韻
」
を
優
先
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。
祁
彪
佳
や
呂
天
成
ら
の
明
の
戯
曲
家
は
も
う
す
で
に
元
雑
劇
の
「
一
韻
到

底
」
を
規
範
と
し
て
明
の
伝
奇
戯
曲
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
態
度
が
窺
い
知

れ
よ
う
。
し
か
し
、
周
知
の
と
お
り
、
南
曲
系
の
南
戯
・
伝
奇
は
本
来
北
曲
系

の
雑
劇
と
異
な
り
、
一
齣
に
属
す
る
複
数
の
曲
は
宮
調
や
韻
の
変
換
が
許
さ
れ

る
こ
と
は
そ
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明

代
後
期
に
起
こ
る
「
宗
元
）
9
（

」（
元
雑
劇
を
宗
と
し
て
奉
じ
る
）
理
念
の
影
響
下
、

祁
彪
佳
や
呂
天
成
ら
の
一
部
の
戯
曲
家
は
元
雑
劇
の
作
劇
法
を
明
の
戯
曲
創
作

の
規
範
と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
工
夫
し
て
い
る
。
明
代
後
期
に
現

れ
る
元
雑
劇
の
「
一
折
一
韻
到
底
」
の
主
張
に
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
守

る
べ
き
規
則
と
し
て
明
の
戯
曲
家
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
、
そ
の
説
は
清
朝
ま
で
影
響
が
及
ぶ
。
清
の
李
漁
（1611-1680

）
は
『
閑

情
偶
寄
』
の
「
恪
守
詞
韻
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
齣
用
一
韻
到
底
、
半
字
不
容
出
入
、
此
為
定
格
。
舊
曲
韻
雜
、
出
入
無

常
者
、
因
其
法
制
未
備
、
原
無
成
格
可
守
、
不
足
怪
也
。
旣
有
『
中
原
音

韻
』
一
書
、
則
猶
畛
域
畫
定
、
寸
步
不
容
越
矣
）
10
（

。（
一
齣
は
一
韻
到
底
を

用
ひ
て
半
字
た
り
と
も
出
入
を
容
れ
ず
。
此
は
定
格
爲
り
。
舊
曲
の
韻
雜

に
し
て
出
入
常
無
き
者
は
、
其
の
法
制
未
だ
備
わ
ら
ず
、
原
よ
り
成
格
の

守
る
べ
き
無
き
に
因
れ
ば
、
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
旣
に
『
中
原
音

韻
』
の
一
書
有
れ
ば
、
則
ち
猶
ほ
畛
域
の
畫
定
す
る
が
ご
と
く
、
寸
步
も

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
７

）　

吕
天
成
『
曲
品
』（『
中
国
古
典
戯
曲
论
著
集
成
（
六
）』
１

９

５

９

年
、
第
２

３

２

頁
）
を
参
照
。

（
８

）　

祁
彪
佳
『
远
山
堂
曲
品
』（『
中
国
古
典
戯
曲
论
著
集
成
（
六
）』
１

９

５

９

年
、
第
20
頁
）
を
参
照
。

（
９

）　

明
代
戯
曲
の
「
宗
元
」
に
つ
い
て
、
杜
桂
萍
ら
（
共
著
）
の
『
明
清
戯
曲
宗
元
問
題
论
稿
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
２

０

１

８

年
、
第
１

１

４
│

１

１

６

頁
）
を
参
照
。

（
10
）　

李
渔
『
閑
情
偶
寄
』（
中
国
戯
曲
研
究
院
編
『
中
国
古
典
戯
曲
论
著
集
成
（
七
）』
１

９

５

９

年
、
第
37
頁
）
を
参
照
。



元雜劇「一折一韻到底」説についての再検討

（221）838

越
ゆ
る
を
容
れ
ざ
る
な
り
。

　

李
漁
の
場
合
、
作
劇
法
の
「
一
折
一
韻
到
底
」
だ
け
で
は
な
く
、
押
韻
の
面

に
お
い
て
も
南
曲
・
伝
奇
が
北
曲
の
韻
書
で
あ
る
『
中
原
音
韻
』
に
従
う
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
。
類
似
の
考
え
を
持
つ
清
の
戯
曲
家
に
は
ま
た
孫
郁
（
生

没
不
明
）
が
い
る
。
孫
氏
の
『
天
宝
曲
史·

凡
例
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。塡

詞
之
必
守
韻
也
、
亦
夫
人
而
知
之
矣
。
及
觀
古
曲
每
多
借
韻
、
甚
有
一

曲
雜
用
數
韻
者
、
殊
矣
前
人
徧
韻
本
意
。
茲
作
自
引
至
尾
止
用
一
韻
、
不

輕
借
韻
、
不
重
押
韻
、
蓋
凛
凛
乎
三
尺
之
是
守
矣
）
11
（

。（
塡
詞
の
必
ず
韻
を

守
る
や
、
亦
た
夫
れ
人
之
を
知
る
な
り
。
古
曲
を
觀
る
に
及
び
て
每
に
多

く
韻
を
借
り
、
甚
だ
し
く
は
一
曲
に
數
韻
を
雜
用
す
る
者
あ
り
。
前
人
の

韻
を
徧
く
す
の
本
意
と
殊
な
る
な
り
。
茲
の
作
、
引
よ
り
尾
に
至
る
ま
で

止
だ
一
韻
を
用
ふ
。
輕
が
ろ
し
く
韻
を
借
り
ず
、
重
ね
て
押
韻
せ
ず
。
蓋

し
凛
凛
乎
と
し
て
三
尺
も
是
を
守
る
な
り
。）

　

孫
郁
は
一
齣
の
套
曲
に
韻
を
借
り
る
こ
と
や
他
の
韻
を
混
ぜ
て
使
う
こ
と
を

潔
し
と
せ
ず
、
一
齣
の
引
曲
か
ら
尾
曲
ま
で
同
一
の
韻
を
用
い
る
べ
き
と
主
張

し
て
い
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
先
の
李
漁
と
同
じ
に
元
雑
劇
の
「
一
折

一
韻
到
底
」
を
伝
奇
戯
曲
の
尺
度
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
以
上

の
主
張
に
た
い
し
て
異
を
唱
え
る
も
の
も
い
る
。
毛
奇
齢
（1623-1716

）
は

そ
の
『
西
河
詞
话
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

至
若
北
曲
有
韻
、
南
曲
無
韻
、
皆
以
意
出
入
、
而
近
亦
遂
以
北
曲
之
例
限

之
。
至
好
為
臆
撰
如
『
西
樓
記
』
者
、
公
然
以
中
原
音
韻
明
注
曲
下
、
且

引
曲
至
尾
、
皆
限
一
韻
。
而
附
和
之
徒
、
反
以
古
曲
之
出
入
為
謬
、
而
引

曲
、
過
曲
、
前
腔
、
尾
聲
之
換
韻
、
反
謂
非
體
。
何
今
人
之
好
自
用
而
不

好
按
古
、
一
至
是
也
）
12
（

。（
北
曲
は
韻
有
り
、
南
曲
は
韻
無
し
、
皆
意
を
以

て
出
入
す
る
の
若
き
に
至
り
、
而
れ
ど
も
近
く
も
亦
た
遂
に
北
曲
の
例
を

以
て
之
を
限
る
。
好
み
て
臆
撰
す
る
こ
と
『
西
樓
記
』
の
如
き
者
に
至
り

て
は
、
公
然
と
し
て
『
中
原
音
韻
』
を
以
て
曲
の
下
に
明
注
し
、
且
つ
引

曲
よ
り
尾
に
至
る
ま
で
皆
な
一
韻
に
限
る
。
而
し
て
附
和
の
徒
、
反
て
古

曲
の
出
入
を
以
て
謬
と
為
し
て
、
引
曲
、
過
曲
、
前
腔
、
尾
聲
の
換
韻
を

反
て
體
に
非
ず
と
謂
ふ
。
何
ぞ
今
人
の
自
用
を
好
み
て
古
に
按
る
を
好
ま

ざ
る
こ
と
、
一
に
是
に
至
る
や
。）

　

押
韻
の
面
で
は
、
毛
奇
齢
は
北
曲
の
規
範
（
す
な
わ
ち
『
中
原
音
韻
』）
を

む
り
や
り
南
曲
に
従
わ
せ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、

南
戯
の
一
齣
（
引
曲
か
ら
尾
声
ま
で
）
の
曲
に
お
い
て
換
韻
す
る
こ
と
は
古
く

か
ら
認
め
ら
れ
て
い
て
、
む
し
ろ
換
韻
の
ほ
う
が
南
戯
の
本
来
の
姿
で
あ
る
と

毛
氏
は
考
え
、
雑
劇
の
「
一
折
一
韻
到
底
」
の
規
則
を
南
戯
に
あ
て
は
め
る
必

要
は
ま
っ
た
く
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
先
に
あ
げ
た
王
驥

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
11
）　
『
天
宝
曲
史
』
は
孫
郁
が
作
っ
た
伝
奇
戯
曲
（
28
齣
）
で
あ
る
。
本
稿
は
『
古
本
戯
曲
丛
刊
』
編
辑
委
员
会
編
の
『
古
本
戯
曲
丛
刊
三
集
』（
１

９

５

７

年
版
『
凡
例
』
第
一
頁
）
所
収
の
影

印
本
を
参
照
。

（
12
）　

毛
奇
龄
『
西
河
词
话
』（
庞
晓
敏
等
編
『
毛
奇
龄
全
集
』
第
36
册
、
２

０

１

５

年
学
苑
出
版
社
第
１

２

４
│

１

２

５

頁
）
を
参
照
。
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徳
ら
の
主
張
へ
の
直
接
的
な
批
判
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
南
戯
・
伝
奇
の
一
齣

に
お
け
る
換
韻
に
つ
い
て
は
先
人
と
意
見
を
異
に
し
て
い
る
も
の
の
、
元
雑
劇

に
「
一
折
一
韻
到
底
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
と
い
う
点
は
や
は
り
先
人
と
一
致

し
、
毛
奇
齢
も
そ
の
説
を
認
め
て
い
る
と
見
て
取
れ
よ
う
。

　

以
上
、
明
代
・
清
代
の
戯
曲
家
が
元
雑
劇
の
「
一
折
一
韻
到
底
」
説
に
つ
い

て
論
及
す
る
記
述
を
少
し
整
理
し
、
こ
の
説
の
成
立
の
経
緯
を
考
察
し
て
み
た
。

周
知
の
通
り
、
唐
詩
・
宋
詞
・
元
曲
（
散
曲
と
雑
劇
）
は
中
国
古
典
韻
文
文
学

の
代
表
と
し
て
常
に
併
称
さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
は
、「
一
韻
到
底
」
と
い
う
概

念
も
本
来
、
元
曲
の
前
に
成
熟
し
た
詩
や
詞
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
つ
ま
り
詩
詞
作
品
の
一
首
内
で
は
同
一
韻
の
み
を
用
い
て
途
中
で
換
韻

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
）
13
（

、
後
に
は
元
曲
も
そ
の
規
範
を
踏
襲
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
元
曲
の
場
合
、
一
つ
の
曲
な
ら
、
そ
れ
は
当
然
一
首
の
詩

作
・
詞
作
と
同
じ
よ
う
に
「
一
韻
到
底
」
に
当
て
は
ま
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら

ず
、
同
一
宮
調
を
基
本
と
し
て
複
数
の
曲
牌
を
連
ね
た
一
組
の
套
曲
（
套
数
と

も
い
う
。
一
種
の
組
曲
）
ま
で
も
が
「
一
韻
到
底
」
を
む
し
ろ
厳
格
に
踏
襲
し

て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
詩
や
詞
の
場
合
、
同
一
の
主
題
下
に
複

数
首
を
連
ね
た
「
聯
章
体
」
と
い
う
形
式
は
あ
る
も
の
の
、
管
見
の
限
り
で
は
、

元
曲
の
套
曲
の
よ
う
に
「
一
韻
到
底
」
し
て
い
る
例
が
な
い
。
套
曲
と
い
う
も

の
は
、
ほ
か
の
詩
や
詞
な
ど
韻
文
に
は
な
く
て
、
元
曲
だ
け
が
持
つ
特
有
な
存

在
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
元
雑
劇
の
一
折
に
は
通
常
、
同
じ
韻
を

踏
む
複
数
の
曲
か
ら
連
ね
ら
れ
た
一
組
の
套
曲
を
設
け
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、

套
曲
と
異
な
る
韻
を
用
い
る
曲
が
別
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
当
然
一
折
に
所
属

す
る
す
べ
て
の
曲
が
「
一
韻
到
底
」
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、
現
存
の
元
雑
劇

作
品
で
は
、
一
折
に
お
い
て
套
曲
と
韻
を
異
に
す
る
曲
（
説
明
の
便
宜
上
、
以

下
「
異
韻
曲
」
と
称
す
）、
す
な
わ
ち
「
一
折
一
韻
到
底
」
説
に
そ
ぐ
わ
な
い

例
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
次
は
、
ま
ず
そ
れ
ら
の
例
、
つ
ま
り
一

折
に
お
け
る
異
韻
曲
の
存
在
を
全
面
的
に
調
査
し
て
お
こ
う
。

二
、「
一
折
一
韻
到
底
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
異
韻
曲
の
存
在

　

現
存
の
首
尾
一
貫
し
た
全
き
元
雑
劇
の
作
品
数
は
一
般
的
１

６

２

種
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
）
14
（

。
そ
れ
ら
の
作
品
の
種
々
の
テ
キ
ス
ト
は
版
本
や
抄
本
な
ど

形
式
で
、
①
元
刊
雜
劇
三
十
種
（
元
）、
②
改
定
元
賢
傳
奇
（
改
）、
③
古
名
家

雜
劇
（
古
）、
④
息
機
子
古
今
雜
劇
選
（
息
）、
⑤
陽
春
奏
（
陽
）、
⑥
于
小
穀

抄
本
（
于
）、
⑦
脈
望
館
抄
本
（
脈
）、
⑧
顧
曲
齋
古
雜
劇
（
顧
）、
⑨
繼
志
齋

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
13
）　

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
こ
こ
で
補
足
す
べ
き
点
が
あ
る
。「
一
韻
到
底
」
と
い
う
概
念
は
最
初
詩
・
詞
に
用
い
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
詩
作
や
詞
作
が
「
一
韻
到
底
」
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
詩
の
場
合
、
近
体
詩
は
「
一
韻
到
底
」
す
る
が
、
古
体
詩
は
そ
の
規
則
に
従
う
必
要
が
な
い
。
詞
の
場
合
、「
一
韻
到
底
」
す
る
も
の
は
大
多
数
で
あ
る
が
、【
調
笑
令
】【
菩

薩
蠻
】【
清
平
樂
】【
喜
遷
鶯
】
な
ど
そ
う
で
も
な
い
例
も
存
在
す
る
。

（
14
）　

１

６

２

種
の
中
に
、
元
末
明
初
の
作
家
で
あ
る
賈
仲
明
、
谷
子
敬
、
楊
景
賢
、
王
子
一
、
羅
貫
中
ら
が
作
っ
た
も
の
は
約
十
種
あ
る
。
そ
れ
ら
を
元
雑
劇
の
作
品
と
見
な
さ
な
い
先
行
研
究

（
た
と
え
ば
、
张
正
学
『
中
国
古
代
俗
文
学
文
体
形
态
研
究
』
四
川
人
民
出
版
社
２

０

１

７

年
、
第
３

０

２

頁
）
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
１

６

２

種
の
全
部
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
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元
明
雜
劇
（
継
）、
⑩
元
曲
選
（
臧
）、
⑪
古
今
名
劇
合
選
（
孟
）
の
元
代
と
明

代
に
成
立
し
た
戯
曲
選
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
15
（

。（
各
戯
曲
選
集
の
後
ろ
の

カ
ッ
コ
内
は
そ
の
略
称
）
当
然
、
現
代
学
者
に
よ
る
元
雑
劇
集
の
編
纂
や
整
理

も
そ
れ
ら
の
元
・
明
に
成
立
し
た
戯
曲
選
集
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
王
季
思
ら
編
の
『
全
元
戯
曲
』
に
も
１

６

２

種
の
作
品
を

収
録
し
、
異
な
る
版
本
や
抄
本
の
テ
キ
ス
ト
間
の
比
較
対
照
も
行
わ
れ
て
い
て
、

信
憑
性
の
高
い
元
雑
劇
作
品
の
整
理
本
で
あ
る
。
な
の
で
、
本
稿
で
は
『
全
元

戯
曲
』
収
録
の
該
当
作
品
諸
種
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
が
発

生
す
る
場
合
は
、
元
・
明
に
成
立
し
た
11
種
の
曲
選
（
影
印
本
）
を
以
て
対
校

す
る
。

　

次
に
、
元
雑
劇
の
押
韻
に
つ
い
て
は
、
周
徳
清
の
『
中
原
音
韻
』
を
基
準
に

す
る
。『
中
原
音
韻
』
で
は
韻
を
十
九
部
に
分
け
る
が
、
隣
接
韻
部
の
通
押
な

い
し
は
違
う
韻
部
の
混
押
は
現
存
の
元
雑
劇
作
品
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
東
鍾
・
庚
青
、
寒
山
・
桓
歓
・
先
天
、
監
咸
・
廉
繊
、
車
遮
・
家

麻
、
蕭
豪
・
歌
戈
、
支
思
・
斉
微
な
ど
の
韻
部
に
お
い
て
通
押
が
よ
く
発
生
す

る
）
16
（

。
本
稿
で
は
、
一
曲
の
内
部
に
お
け
る
通
押
や
混
押
は
異
韻
と
し
て
扱
わ
ず
、

曲
ご
と
の
基
本
韻
を
基
準
と
し
て
当
該
折
の
套
曲
の
押
韻
と
一
致
す
る
か
ど
う

か
、
つ
ま
り
異
韻
か
否
か
を
判
断
す
る
。
以
上
に
基
づ
き
、
現
存
の
一
六
二
種

の
元
雑
劇
作
品
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、「
折
内
異
韻
」
を
示
す
作
品
は
三
十
三

種
（
四
十
折
）
に
達
し
た
。
つ
ぎ
は
、
作
品
名
、
折
数
、
宮
調
、
異
韻
曲
牌
の

位
置
、
押
韻
、
歌
唱
者
、
所
収
テ
キ
ス
ト
の
情
報
を
列
挙
し
て
お
く
。

　
﹇
１

﹈
関
漢
卿
『
単
刀
会
』
第
四
折
雙
調
套
後
雙
調
【
沽
美
酒
】【
太
平
令
】

は
斉
微
韻
、
本
套
は
車
遮
韻
。
歌
唱
者
不
明
。
元
刊
本
、
脉
本
（
脉
本
に
異
韻

の
曲
な
し
）
17
（

）。

　
﹇
２

﹈
王
伯
成
『
貶
夜
郎
』
第
四
折
雙
調
套
後
仙
呂
調
【
後
庭
花
】【
柳
叶
児
】

は
車
遮
韻
、
本
套
は
先
天
韻
。
李
白
の
魂
（
本
套
の
独
唱
者
は
正
末
李
白
）
唱
。

元
刊
本
。

　
﹇
３

﹈
孔
文
卿
『
東
窗
事
犯
』
第
四
折
正
宮
套
後
仙
呂
調
【
後
庭
花
】【
柳
叶

児
】
は
皆
来
韻
、
本
套
は
真
文
韻
。
岳
飛
の
魂
唱
）
18
（

。
元
刊
本
。

　
﹇
４

﹈
石
君
宝
『
紫
雲
亭
』
第
四
折
雙
調
套
後
大
石
調
【
鷓
鴣
天
】
は
真
文
韻
、

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
15
）　

②
は
『
續
修
四
庫
全
書
・
一
七
六
〇
冊
』（
２

０

０

２

年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
収
め
た
明
刻
本
の
影
印
本
を
、
⑩
は
中
華
再
造
善
本
（
２

０

１

１

年
、
中
国
国
家
図
書
館
出
版
）
に
収

め
た
明
刻
本
を
、
そ
の
ほ
か
は
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
第
四
集
（
古
本
戲
曲
叢
刊
編
輯
委
員
会
、
１

９

５

８

年
）
に
収
め
た
影
印
本
を
利
用
。

（
16
）　

元
雑
劇
の
押
韻
お
よ
び
『
中
原
音
韻
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
趙
变
親
『
元
雑
劇
用
韻
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
２

０

１

４

年
）
と
李
蕊
『
元
曲
用
韻
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版

社
２

０

１

５

年
）
を
参
照
。

（
17
）　

こ
の
二
曲
の
歌
唱
者
は
元
刊
本
に
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
な
い
が
、
曲
辞
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
正
末
の
關
羽
の
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
二
曲
の
曲
辞
は
前
の
套
曲
と
風
格
が
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
曲
辞
に
「
偷
了
我
衝
敵
軍
的
軍
騎
」（
魯
粛
が
わ
し
の
敵
陣
を
衝
く
馬
を
盗
ん
だ
）」
と
の
内
容
が
あ
る
が
、
前
の
劇
筋
に
よ
れ
ば
、
關
羽
は
船
に
乗
っ
て
單
刀
赴
会

し
、
馬
と
か
か
わ
る
話
は
い
っ
さ
い
出
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
鄭
騫
の
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』（
藝
文
印
書
館
１

９

７

３

年
第
１

７

１

頁
）
に
よ
れ
ば
、
雙
調
套
曲
は
【
沽
美
酒
】【
太
平
令
】

を
コ
ー
ダ
と
す
る
例
が
ほ
か
に
も
多
く
あ
る
が
、
韻
を
変
え
た
の
は
こ
の
『
單
刀
會
』
の
二
曲
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
曲
は
あ
る
い
は
『
單
刀
會
』
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
テ
キ

ス
ト
か
ら
乱
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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本
套
は
江
陽
韻
。
歌
唱
者
不
明
（
正
末
・
正
旦
で
は
な
い
）。
元
刊
本
。

　
﹇
５

﹈
范
子
安
『
竹
葉
舟
』
第
四
折
正
宮
套
前
仙
呂
宮
【
村
裡
迓
鼓
】【
元
和

令
】【
上
馬
嬌
】【
勝
葫
蘆
】
蕭
豪
韻
、
本
套
は
歌
戈
韻
。
列
禦
寇
唱
。
元
刊
本
、

臧
本
）
19
（

。

　
﹇
６

﹈
尚
仲
賢
『
気
英
布
』
第
四
折
黄
鍾
套
後
雙
調
【
側
磚
児
】【
竹
枝
児
】

【
水
仙
子
】
は
江
陽
韻
、
本
套
は
鱼
模
韻
。
正
末
英
布
唱
。
元
刊
本
、
臧
本
（
元

刊
本
に
異
韻
曲
な
し
）。

　
﹇
７

﹈
鄭
徳
輝
『
倩
女
離
魂
』
第
四
折
黄
鍾
套
後
雙
調
【
側
磚
児
】【
竹
枝
歌
】

は
支
思
韻
、【
水
仙
子
】
は
真
文
韻
、
本
套
は
庚
青
韻
。
正
旦
倩
女
唱
（
本
套

の
独
唱
者
は
魂
旦
）。
脉
、
顧
、
臧
、
孟
本
。

　
﹇
８

﹈
関
漢
卿
『
蝴
蝶
夢
』
第
三
折
正
宮
套
後
正
宮
【
端
正
好
】【
滾
繡
球
】

は
斉
微
韻
、
本
套
は
先
天
韻
。
末
（
臧
本
は
丑
）
王
三
唱
。
古
本
、
臧
本
。

　
﹇
９

﹈
関
漢
卿
『
望
江
亭
』
第
三
折
越
調
套
後
南
羽
調
【
馬
鞍
児
】
は
蕭
豪
韻
、

本
套
は
車
遮
韻
。
李
稍
・
張
千
・
楊
衙
内
唱
。
息
、
顧
、
臧
本
。

　
﹇
10
│

１

﹈
王
實
甫
『
西
廂
記
』
第
二
本
第
五
折
越
調
套
後
越
調
【
絡
絲
娘
煞

尾
】
は
真
文
、
庚
青
韻
混
押
、
本
套
は
東
鍾
韻
。
歌
唱
者
不
明
（
正
末
・
正
旦

で
は
な
い
）
20
（

）。

　
﹇
10
│

２

﹈
同
前
第
三
本
第
四
折
越
調
套
後
越
調
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
鱼
模
韻
、

本
套
は
侵
寻
韻
。
歌
唱
者
不
明
（
正
末
・
正
旦
で
は
な
い
）。

　
﹇
10
│

３

﹈
同
前
第
四
本
第
四
折
雙
調
套
後
越
調
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
斉
微
韻
、

本
套
は
車
遮
韻
。
歌
唱
者
不
明
（
正
末
・
正
旦
で
は
な
い
）。

　
﹇
11
﹈
喬
吉
『
兩
世
姻
緣
』
第
四
折
雙
調
套
中
越
調
【
絡
絲
娘
】
は
車
遮
韻
、

本
套
は
皆
來
韻
。
正
旦
、
末
合
唱
。
改
、
古
、
息
、
顧
、
臧
、
孟
本
）
21
（

。

　
﹇
12
﹈
王
實
甫
『
破
窯
記
』
第
一
折
仙
呂
套
中
南
呂
【
金
字
經
】
は
皆
来
韻
、

本
套
は
江
陽
韻
。
大
浄
、
二
浄
唱
。
脈
本
。

　
﹇
13
﹈
石
君
宝
『
曲
江
池
』
第
二
折
南
呂
套
中
商
調
【
尚
京
馬
】
斉
微
韻
、
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│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
18
）　

第
四
折
は
正
末
が
何
宗
立
に
扮
し
て
套
曲
を
歌
っ
た
後
、
岳
飛
の
魂
が
ま
た
異
韻
曲
を
歌
う
。
ち
な
み
に
、
第
一
折
と
第
三
折
に
は
正
末
が
そ
れ
ぞ
れ
岳
飛
と
岳
飛
の
魂
に
扮
し
て
い
る
。

（
19
）　

臧
本
で
は
【
村
裡
迓
鼓
】
ら
の
四
曲
が
異
韻
で
あ
る
が
、
元
刊
本
で
は
、【
節
節
高
】
か
ら
【
柳
葉
兒
】
ま
で
の
八
曲
（
寒
山
韻
）
と
な
り
、
つ
ま
り
、
元
刊
本
の
第
四
折
に
は
二
つ
の
套

曲
が
現
れ
て
い
る
。
陳
文
輝
『
竹
葉
舟
考
』（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
62
集
２

０

１

０

年
）
は
、
元
刊
本
の
第
二
折
が
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
し
、
第
四
折
前
半
の
八
曲
は
「
も
と
も
と
【
集

賢
賓
】
と
【
尾
】
曲
が
省
略
さ
れ
た
商
調
套
数
の
一
部
な
り
、
原
作
で
は
第
三
折
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
臧
本
と
対
照
し
な
が
ら
、
元
刊
本
の
テ
キ
ス
ト
を
丹

念
に
検
証
す
れ
ば
、
第
二
折
で
は
な
く
、
第
四
折
の
そ
の
八
曲
の
ほ
う
が
む
し
ろ
後
に
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、【
節
節
高
】（【
村
裡
迓
鼓
】

の
減
句
体
）
ら
の
八
曲
は
仙
呂
宮
の
套
曲
と
し
て
用
例
が
そ
も
そ
も
あ
る
の
で
、「【
集
賢
賓
】
と
【
尾
】
曲
が
省
略
さ
れ
た
商
調
套
数
の
一
部
」
に
な
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
考
え
る
。

む
り
や
り
商
調
套
数
に
す
れ
ば
、【
集
賢
賓
】
と
【
尾
】
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
て
も
【
逍
遙
樂
】【
金
菊
香
】【
梧
葉
兒
】
ら
の
曲
を
八
曲
に
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
套
曲
の
構
成
に
つ
い

て
、
鄭
騫
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』
前
掲
注（
17
）、
第
67
、
１

３

２
│

１

３

４

頁
）
を
参
照
）
た
だ
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
元
刊
本
に
は
省
略
す
る
も
の
が
あ
ま
り
に
も
多
い
だ
ろ
う
と
の
疑

問
も
生
じ
る
。

（
20
）　
『
西
廂
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
非
常
に
多
く
残
っ
て
い
る
。
第
二
、
三
、
四
本
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
王
季
思
編
『
全
元
戯
曲
・
第

二
卷
』（
人
民
文
学
出
版
社
１

９

９

９

年
、
第
２

１

６

、
２

６

１

、
２

８

２

、
３

０

２

頁
）
に
よ
れ
ば
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
は
本
来
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
そ
れ
を
削
除
し
た
テ
キ
ス

ト
も
あ
る
。
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本
套
は
真
文
韻
。
末
、
浄
唱
。
顧
、
臧
本
（
顧
本
に
異
韻
の
曲
な
し
）
22
（

）。

　
﹇
14
﹈
呉
昌
齢
『
東
坡
夢
』
第
二
折
南
呂
套
後
南
仙
呂
【
月
児
高
】
は
尤
侯
韻
、

本
套
は
支
思
韻
。
四
友
唱
。
臧
本
。

　
﹇
15
﹈
馬
致
遠
『
岳
陽
楼
』
第
三
折
正
宮
套
中
【
道
情
曲
】【
幺
篇
】
蕭
豪
韻
、

本
套
は
斉
微
韻
。
正
末
唱
。
古
、
臧
本
（
臧
本
に
異
韻
の
曲
な
し
）
23
（

）。

　
﹇
16
﹈
李
文
蔚
『
圯
橋
進
履
』
第
一
折
仙
呂
套
中
中
呂
【
上
小
楼
】（
合
計
三

曲
）、【
朝
天
子
】
は
そ
れ
ぞ
れ
車
遮
、
尤
侯
、
尤
侯
、
庚
青
韻
を
用
い
る
。
本

套
は
蕭
豪
韻
。
喬
仙
唱
。
脉
本
。

　
﹇
17
﹈
史
敬
先
『
庄
周
夢
』
第
二
折
南
呂
套
後
南
商
調
【
柳
搖
金
】
の
四
曲

は
蕭
豪
韻
、
本
套
は
齊
微
韻
。
四
人
の
仙
女
唱
。
脉
本
。

　
﹇
18
﹈
鄭
光
祖
『
鍾
離
春
』
第
二
折
中
呂
套
前
正
宮
【
撼
動
山
】
は
監
咸
韻
、

本
套
は
鱼
模
韻
。
搽
旦
唱
。
脉
本
。

　
﹇
19
│

１

﹈
劉
唐
卿
『
降
桑
椹
』
第
一
折
仙
呂
套
中
雙
調
【
清
江
引
】
は
斉
微

韻
、
本
套
は
蕭
豪
韻
。
浄
唱
。
脉
本
。

　
﹇
19
│

２

﹈
同
前
第
二
折
商
調
套
中
南
仙
呂
【
南
青
哥
児
】
は
蕭
豪
韻
、
本
套

は
皆
来
韻
。
浄
（
糊
突
虫
・
太
医
）
唱
。

　
﹇
20
﹈
張
国
賓
『
薛
仁
貴
』
第
三
折
中
呂
套
前
雙
調
【
豆
葉
黄
】
は
斉
微
・

歌
戈
韻
、
本
套
は
斉
微
韻
。
丑
唱
。
元
刊
、
臧
本
（
元
刊
本
に
異
韻
の
曲
な
し
）。

　
﹇
21
﹈
楊
顕
之
『
瀟
湘
雨
』
第
四
折
正
宮
套
中
正
宮
【
醉
太
平
】
は
支
思
韻
、

本
套
は
先
天
韻
。
搽
旦
唱
。
顧
、
臧
、
孟
本
（
顧
本
に
異
韻
の
曲
な
し
）
24
（

）。
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│
│
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│
│
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│
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│

（
21
）　

こ
の
曲
は
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
が
あ
る
。
臧
本
よ
り
先
に
成
立
し
た
改
、
古
、
息
、
顧
本
と
後
に
成
立
し
た
孟
本
は
皆
、「【
絡
絲
娘
】
還
的
他
思
凡
債
徹
、
今
日
个
跨
鳳
乘
鸞
去
也
」
に
つ

く
る
が
、
臧
本
だ
け
は
「【
絡
絲
娘
煞
尾
】
不
爭
你
大
鬧
西
川
性
窄
、
翻
招
了
个
笑
坦
東
牀
貴
客
」（
正
旦
唱
、
皆
來
韻
）
に
つ
く
る
。
そ
れ
は
臧
懋
循
に
よ
る
改
変
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

吳
梅
『
南
北
詞
簡
譜
』（
臺
灣
學
海
出
版
社
１

９

９

７

年
第
２

０

６

頁
）、
鄭
騫
『
北
曲
新
譜
』（
藝
文
印
書
館
１

９

７

３

年
第
２

５

８

頁
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
劇
お
よ
び
前
の
『
西
廂
記
』
三

か
所
の
曲
牌
を
【
小
絡
絲
娘
】
に
標
示
す
べ
き
で
あ
る
。

（
22
）　

明
初
の
朱
有
燉
が
作
っ
た
同
名
作
の
『
曲
江
池
』
の
商
調
【
集
賢
賓
】
套
曲
に
も
【
尙
京
馬
】
が
あ
り
、
し
か
も
両
者
の
曲
詞
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
臧
本
の
【
尙
京
馬
】
は
朱
有
燉

の
そ
れ
を
借
り
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
嚴
敦
易
（『
元
劇
斟
疑
』、
中
華
書
局
１

９

６

０

年
第
２

１

６

頁
）
は
推
測
し
て
い
る
が
、
確
か
な
結
論
が
ま
だ
出
て
い
な
い
。
テ
キ
ス
ト
上

の
異
韻
が
起
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
本
稿
は
一
旦
取
り
上
げ
て
お
く
。
ま
た
、
朱
有
燉
が
作
っ
た
三
十
一
種
の
作
品
は
明
の
永
楽
・
宣
徳
・
正
统
年
間
に
次
第
に
上
梓
し
、
後
に
『
誠
斋
雑
劇
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
『
中
華
再
造
善
本
・
明
代
編
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
２

０

１

２

年
）
に
収
め
た
原
刻
本
の
写
真
本
を
用
い
る
。

（
23
）　

此
の
折
は
古
本
に
第
四
折
と
標
示
し
て
い
る
が
、
臧
本
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
じ
つ
は
第
三
折
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
古
本
に
は
そ
の
套
曲
が
、
正
宮
【
端
正
好
】【
滾
繡
球
】【
倘

秀
才
】【
滾
繡
球
】【
叨
叨
令
】【
倘
秀
才
】【
滾
繡
球
】【
道
情
曲
】【
幺
篇
】【
三
煞
】【
二
煞
】【
煞
尾
】
と
な
っ
て
い
る
が
、
臧
本
に
は
【
道
情
曲
】
及
び
そ
の
後
の
五
曲
が
な
く
、【
伴
讀
書
】

【
笑
和
尙
】【
煞
尾
】
の
三
曲
と
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
三
曲
が
韻
を
変
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は
臧
懋
循
に
よ
る
改
変
か
も
し
れ
な
い
。『
全
元
戯
曲
』（
前
掲
注（
21
）、
第
二
卷
第
１

８

２

頁
）
で
は
、
古
本
に
お
け
る
【
道
情
曲
】
ら
の
五
曲
が
別
の
底
本
に
よ
る
も
の
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
執
筆
者
は
古
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、【
道
情
曲
】
か
ら
【
雙
調
新
水
令
】
ま
で
の
三
は

筆
跡
が
ほ
か
の
部
分
と
は
明
ら
か
に
違
う
た
め
、
三
頁
は
後
に
抄
写
し
て
補
わ
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
た
だ
、
臧
本
の
曲
詞
と
比
較
し
た
上
で
さ
ら
に
前
後
文
脈
の
関
連
性
も
含
め
て
考
え

る
と
、
古
本
の
底
本
に
は
異
韻
の
【
道
情
曲
】
が
も
と
も
と
存
在
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
定
論
が
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
に
一

旦
異
韻
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
く
。

（
24
）　

こ
の
折
の
套
曲
は
、
正
宮
【
端
正
好
】【
滾
繡
球
】【
伴
讀
書
】【
笑
和
尙
】【
快
活
三
】【
醉
太
平
】【
鮑
老
児
】【
貨
郎
児
】【
醉
太
平
】【
尾
煞
】
と
な
っ
て
い
る
。
套
曲
の
真
中
の
【
醉
太
平
】

は
韻
を
変
え
て
い
る
が
、【
尾
煞
】
前
の
【
醉
太
平
】（
歌
唱
者
は
正
旦
）
は
換
韻
し
て
い
な
い
。
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﹇
22
﹈
楊
梓
『
不
伏
老
』
第
四
折
雙
調
套
後
雙
調
【
收
尾
】
は
尤
侯
韻
、
本

套
は
先
天
（
寒
山
）
韻
。
正
末
敬
徳
唱
。
脉
本
、
富
春
堂
本
（
富
春
堂
本
に
異

韻
の
曲
な
し
）
25
（

）。

　
﹇
23
│

１

﹈
吳
昌
齡
『
西
遊
記
）
26
（

』
第
三
本
第
一
折
仙
呂
套
後
雙
調
【
得
胜
令
】

は
支
思
韻
、
本
套
は
蕭
豪
韻
。
孫
行
者
唱
（
本
套
の
独
唱
者
は
金
女
）。

　
﹇
23
│

２

﹈
同
前
第
四
本
第
三
折
正
宮
套
前
中
呂
【
朝
天
子
】
は
斉
微
韻
、
套

後
雙
調
【
雁
児
落
】【
幺
】
は
江
陽
韻
、
本
套
は
寒
山
韻
。
孫
行
者
唱
（
本
套

の
独
唱
者
は
裴
女
）。

　
﹇
23
│

３

﹈
同
前
第
五
本
第
一
折
仙
呂
套
後
仙
呂
【
寄
生
草
】
は
庚
青
韻
、
本

套
は
江
陽
韻
。
孫
行
者
唱
（
本
套
の
独
唱
者
は
女
児
国
王
）。

　
﹇
24
﹈
朱
凯
『
黄
鶴
楼
』
第
二
折
正
宮
套
前
雙
調
【
豆
葉
黄
】【
禾
詞
】
と
套

後
雙
調
【
楚
天
遥
】
は
斉
微
・
歌
戈
韻
、
尤
侯
韻
と
斉
微
韻
、
本
套
は
蕭
豪
韻
。

浄
唱
。
脉
本
）
27
（

。

　
﹇
25
│

１

﹈
賈
仲
明
『
金
童
玉
女
』
第
一
折
仙
呂
套
中
商
調
【
賢
聖
吉
】
は
庚

青
韻
、
商
調
【
滿
堂
紅
】
は
皆
来
韻
、
雙
調
【
大
徳
歌
】
は
庚
青
韻
、
商
調
【
芭

蕉
延
寿
】
は
斉
微
韻
、
本
套
は
東
鍾
韻
。
哥
児
舞
女
唱
。
古
、
継
、
臧
本
）
28
（

。

　
﹇
25
│

２

﹈
同
前
第
四
折
雙
調
套
中
【
青
天
歌
】
は
江
陽
、
庚
青
、
車
遮
、
蕭

豪
、
先
天
ら
の
韻
を
用
い
て
い
る
。
本
套
は
皆
来
韻
。
八
仙
唱
。

　
﹇
26
│

１

﹈
無
名
氏
『
朱
砂
擔
』
第
一
折
仙
呂
套
中
大
石
調
【
喜
秋
風
】
は
蕭

豪
韻
、
本
套
は
庚
青
韻
。
正
末
唱
。
脉
、
臧
本
。

　
﹇
26
│

２

﹈
同
前
第
三
折
正
宮
套
後
正
宮
【
煞
尾
】
の
【
幺
篇
】
は
江
陽
韻
、

本
套
は
寒
山
韻
。
浄
唱
。
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│

（
25
）　

富
春
堂
本
は
す
な
わ
ち
明
萬
曆
富
春
堂
刊
本
『
薛
平
遼
金
貂
記
』
の
附
錄
本
（『
古
本
戲
曲
叢
刊
初
集
』
影
印
）
で
あ
る
。
脈
本
に
は
套
曲
が
、
雙
調
【
新
水
令
】【
駐
馬
聽
】【
喬
牌
児
】【
雁

児
落
】【
得
勝
令
】【
甜
水
令
】【
折
桂
令
】【
收
尾
】
と
な
っ
て
い
る
が
、
富
春
堂
本
に
は
、
雙
調
【
新
水
令
】【
雁
児
落
】【
得
勝
令
】【
甜
水
令
】【
折
桂
令
】【
沽
美
酒
】【
尾
聲
】
と
な
っ
て

い
る
。【
尾
聲
】
は
【
收
尾
】
と
曲
詞
を
異
に
す
る
上
に
、
韻
も
換
え
て
い
な
い
。

（
26
）　

此
の
劇
は
明
萬
曆
刊
本
の
『
楊
東
來
先
生
批
評
西
遊
記
』（
現
在
、
日
本
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
原
テ
キ
ス
ト
は
南
戯
伝
奇
の
影
響
で
二
十
四
出
と
区
分
け
し
て
い

る
が
、
本
稿
は
雑
劇
の
伝
統
に
倣
っ
て
六
本
二
十
四
折
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
刊
本
お
よ
び
王
季
思
『
全
元
戯
曲
』（
前
掲
注（
21
）、
第
三
卷
第
４

０

３
│

４

０

５

頁
）
で
は
、
作
者
を
吳
昌

齡
と
し
て
い
る
が
、
元
末
明
初
に
成
立
し
た
『
録
鬼
簿
続
編
』（『
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
二
』
中
國
戲
劇
出
版
社
１

９

５

９

年
、
第
２

８

４

頁
）
に
は
楊
景
賢
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
元

の
鍾
嗣
成
編
の
『
録
鬼
簿
』（
同
前
一
〇
九
頁
）
に
は
吳
昌
齡
の
作
品
を
十
一
種
も
著
録
し
て
い
る
が
、
中
に
『
西
遊
記
』
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
作
者
を
楊
景
賢
と
認
め
る

傾
向
が
強
い
。

（
27
）　

こ
の
折
の
【
豆
葉
黃
】
は
﹇
19
﹈
の
そ
れ
と
は
曲
詞
が
非
常
に
似
て
い
る
の
で
、﹇
19
﹈
の
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
時
俊
靜
『
元
曲
曲
牌
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇

一
八
年
、
二
二
七
頁
）
は
、「
両
作
の
【
豆
葉
黃
】
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
元
曲
曲
牌
の
【
豆
葉
黃
】
の
句
格
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
、
民
間
小
令
の
俚
俗
的
段
階
に
生
ま
れ
た
も
の

を
後
に
文
人
が
加
工
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
て
い
る
。

（
28
）　

こ
の
折
の
套
曲
は
、
仙
呂
【
八
聲
甘
州
】【
寄
生
草
】【
賢
聖
吉
】【
滿
堂
紅
】【
大
徳
歌
】【
魚
遊
春
水
】【
芭
蕉
延
壽
】【
村
裏
迓
鼓
】【
元
和
令
】【
上
馬
嬌
】【
遊
四
門
】【
勝
葫
蘆
】【
後
庭

花
】【
靑
歌
児
】【
金
盞
児
】【
賺
煞
】
と
な
っ
て
い
る
。
古
本
と
繼
本
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
臧
本
に
は
【
賢
聖
吉
】【
遊
四
門
】
が
な
く
、【
勝
葫
蘆
】【
靑
歌
児
】
両
曲
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
【
幺

篇
】
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
清
・
李
玉
『
北
詞
廣
正
譜
』（『
善
本
戲
曲
叢
刊
第
六
輯
』
台
湾
学
生
書
局
一
九
八
七
年
、
四
九
四
頁
）
に
は
、【
滿
堂
紅
】
の
下
に
「
此
曲
與
【
賢
聖
吉
】、
雙

調
【
大
德
歌
】、
雙
調
【
魚
遊
春
水
】
及
【
芭
蕉
延
壽
】
相
連
，
雜
在
第
一
折
仙
侶
套
內
舞
唱
，
不
入
套
。
又
，
五
章
各
韻
。」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
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﹇
27
﹈
無
名
氏
『
還
牢
末
』
第
二
折
商
調
套
前
中
呂
【
普
天
楽
】
は
車
遮
韻
、

本
套
は
蕭
豪
韻
。
正
末
唱
。
古
、
脉
本
。

　
﹇
28
﹈
無
名
氏
『
貨
郎
旦
』
第
四
折
南
呂
套
中
【
轉
調
貨
郎
児
】
以
降
の
九

曲
（
即
ち
【
九
轉
貨
郎
児
】）
異
韻
）
29
（

。
副
旦
張
三
姑
（
本
套
の
独
唱
者
で
も
あ
る
）

唱
。
脉
、
臧
本
。

　
﹇
29
﹈
無
名
氏
『
小
尉
遲
』
第
二
折
中
呂
套
前
雙
調
【
清
江
引
】
は
家
麻
韻
、

本
套
は
皆
来
韻
。
浄
唱
。
脉
、
臧
本
。

　
﹇
30
﹈
無
名
氏
『
黄
花
峪
』
第
一
折
仙
呂
套
前
南
中
呂
【
南
駐
雲
飛
】
は
皆

来
韻
、
本
套
は
江
陽
韻
。
旦
唱
（
本
套
の
独
唱
者
は
正
末
楊
雄
）。
脉
本
。

　
﹇
31
﹈
無
名
氏
『
連
環
計
』
第
二
折
南
呂
套
中
雙
調
【
折
桂
令
】
は
江
陽
韻
、

本
套
は
先
天
韻
。
旦
唱
（
本
套
の
独
唱
者
は
正
末
王
允
）。
息
、
臧
本
。

　
﹇
32
﹈
無
名
氏
『
九
世
同
居
』
第
二
折
南
呂
套
後
雙
調
【
清
江
引
】
は
皆
来
韻
、

本
套
は
尤
侯
韻
。
二
浄
唱
。
息
本
。

　
﹇
33
﹈
無
名
氏
『
翫
江
亭
』
第
二
折
南
呂
套
中
中
呂
【
十
二
月
】【
堯
民
歌
】

は
皆
来
韻
、
本
套
は
斉
微
韻
。
浄
唱
。
脉
本
。

　

以
上
で
あ
げ
た
よ
う
に
、
異
韻
曲
の
あ
る
作
品
は
33
種
（
40
折
）
に
の
ぼ
り
、

現
存
の
元
雑
劇
作
品
の
約
五
分
の
一
を
占
め
る
。
確
か
に
五
分
の
四
は
「
一
折

一
韻
到
底
」
に
則
っ
て
い
る
が
、
異
韻
曲
の
あ
る
作
品
が
三
十
種
余
り
も
存
在

し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
軽
々
に
無
視
は
で
き
ま
い
。
あ
る
い
は
一
折
を
構
成

す
る
曲
を
套
曲
の
み
と
見
な
し
て
、「
一
折
一
韻
到
底
」
と
解
釈
す
る
立
場
も

有
り
得
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
言
い
方
は
一
折
に
お
い
て
套
曲
以
外
の
曲

の
存
在
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
誤
解
を
招
き
や
す
い
だ

ろ
う
。「
一
折
一
韻
到
底
」
を
す
べ
て
の
元
雑
劇
作
品
が
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い

原
則
と
し
て
盲
信
す
る
と
、
そ
う
い
っ
た
先
入
観
が
人
を
誤
っ
た
方
向
へ
導
き

か
ね
な
い
。
こ
こ
で
、
一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。『
西
廂
記
』（
前
文
﹇
10
﹈）

に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
異
韻
の
曲
が
三
回
も
現
れ
て
い
る
が
、
王
驥
徳

は
『
新
校
注
古
本
西
廂
記
』
に
お
け
る
校
訂
の
際
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
全
部
削

除
し
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
な
る
。（
下
線
は
執
筆
者
に
よ
る
）

至
諸
本
益
以
絡
絲
娘
一
尾
、
語
旣
鄙
俚
、
復
入
他
韻
、
又
竊
後
折
意
提
醒

為
之
。
似
搊
彈
説
詞
家
、
所
謂
且
聽
下
回
分
解
等
語
。
又
止
第
二
、
三
、

四
折
有
之
、
首
折
復
闕
、
明
繫
後
人
增
入
。
但
古
本
幷
存
、
又
、『
太
和

正
音
譜
』
亦
收
入
譜
中
、
或
篡
入
已
久
、
相
沿
莫
為
之
正
耳
。
今
從
秣
陵

本
删
去
）
30
（

。（
諸
本
益
す
に
絡
絲
娘
の
一
尾
を
以
て
す
る
に
至
り
、
語
既
に

鄙
俚
に
し
て
、
復
た
他
韻
に
入
り
、
又
た
後
折
の
意
を
窃
み
て
提
醒
し
て

之
を
為
す
。
搊
彈
・
説
詞
家
の
所
謂
る
「
且
く
下
回
の
分
解
を
聽
け
」
等

の
語
に
似
る
。
又
た
止
だ
第
二
、
三
、
四
折
の
み
之
を
有
し
、
首
折
復
た

闕
く
は
、
明
か
に
後
人
の
增
入
に
繫
る
。
但
だ
古
本
幷
せ
て
存
し
、
又
た
、

『
太
和
正
音
譜
』
も
亦
た
譜
中
に
收
入
す
る
は
、
或
ひ
は
篡
入
已
に
久
し
く
、

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
29
）　
【
轉
調
貨
郎
児
】
皆
來
韻
、【
二
轉
】
家
麻
韻
、【
三
轉
】
皆
來
韻
、【
四
轉
】
支
思
韻
、【
五
轉
】
寒
山
韻
、【
六
轉
】
魚
模
韻
、【
七
轉
】
家
麻
韻
、【
八
轉
】
魚
模
韻
、【
九
轉
】【
煞
尾
】
齊

微
韻
。
本
套
は
支
思
韻
。

（
30
）　

王
驥
徳
『
新
校
注
古
本
西
廂
記
』
明
萬
歷
四
十
二
年
（
１

６

１

４

）
序
の
刻
本
（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
書
號
：
１

６

２

２

９

）『
凡
例
』
第
三
葉
を
参
照
。
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相
ひ
沿
ひ
て
之
が
為
に
正
す
な
き
の
み
。
今
秣
陵
本
に
從
ひ
て
删
去
す
。）

　

王
氏
が
述
べ
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
う
ち
に
「
復
入
他
韻
」、
つ
ま

り
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
の
韻
が
該
当
折
の
套
曲
の
押
韻
と
異
な
る
こ
と
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
王
氏
が
参
考
し
た
『
西
廂
記
』
の
古
い
テ
キ
ス
ト
と
『
太
和
正

音
譜
』
に
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
と
い
う
曲
が
ち
ゃ
ん
と
収
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
異
韻
を
理
由
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
も
の
を
軽
率
に
削
っ
た
）
31
（

。
王
氏

の
脳
裏
に
は
「
一
韻
到
底
」
を
元
雑
劇
の
原
則
と
し
て
盲
信
し
、
一
折
中
の
異

韻
曲
の
存
在
を
許
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
王
氏
の
こ

う
し
た
削
除
は
や
は
り
や
や
危
険
な
行
為
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

三
、
一
折
に
お
け
る
異
韻
曲
の
特
徴

　

前
述
の
通
り
、
元
雑
劇
作
品
に
お
け
る
「
一
折
一
韻
到
底
」
に
そ
ぐ
わ
な
い

事
例
を
数
量
計
測
し
た
次
に
は
、
異
韻
の
現
象
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
み
た
い
。

（
一
）
異
韻
曲
を
有
す
る
作
品
の
多
様
性

　

ま
ず
、
創
作
の
時
代
と
作
者
か
ら
み
れ
ば
、
元
の
前
期
作
家
の
関
漢
卿
・
馬

致
遠
・
王
實
甫
ら
の
作
品
も
あ
れ
ば
、
元
の
後
期
作
家
の
楊
梓
・
朱
凯
・
楊
景

賢
ら
の
作
品
も
あ
る
。
即
ち
一
折
に
お
け
る
異
韻
の
現
象
は
、
特
定
の
時
期
や

特
定
の
作
者
に
だ
け
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
元
代
の
雑
劇
創
作
全
般
に

亙
っ
て
現
れ
た
事
象
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
文
末
の
統
計
表
に
見
る
通
り
、
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
も
、『
単
刀
会
』

『
東
窗
事
犯
』『
気
英
布
』
な
ど
の
歴
史
劇
も
あ
れ
ば
、『
西
廂
記
』『
曲
江
池
』

『
倩
女
離
魂
』
な
ど
の
恋
愛
劇
も
、『
竹
葉
舟
』『
荘
周
夢
』『
金
童
玉
女
』『
翫

江
亭
』
な
ど
の
度
脱
劇
も
、『
蝴
蝶
夢
』『
望
江
亭
』『
瀟
湘
雨
』『
朱
砂
擔
』
な

ど
の
公
案
劇
も
あ
る
。
そ
し
て
、
水
滸
劇
の
『
黄
花
峪
』
や
西
遊
劇
の
『
西
遊

記
』
も
あ
る
。
一
折
に
お
け
る
異
韻
の
出
現
は
、
特
定
の
作
品
主
題
と
も
創
作

上
の
関
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
二
）
異
韻
曲
の
位
置
は
比
較
的
に
自
由

　

異
韻
曲
の
現
れ
る
位
置
を
見
る
と
、
ま
ず
、
第
一
、
二
、
三
、
四
（
ま
れ
に

五
）
折
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
出
現
し
て
い
る
。
第
一
折
に
異
韻
が
出
る
作
品

は
８

種
、
第
二
折
は
11
種
、
第
三
折
は
６

種
、
末
折
（
第
四
或
五
折
）
は
15
種

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
）
32
（

。
そ
し
て
、
一
折
の
套
曲
が
始
ま
る
前
、
套
曲
の
中
間
、
套

曲
が
終
わ
っ
た
後
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
異
韻
の
曲
が
現
れ
る
。
套
曲
の
前
で
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│
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│
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│

（
31
）　

王
驥
徳
が
言
及
し
た
『
西
廂
記
』
の
「
古
本
」
は
元
の
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
太
和
正
音
譜
』
は
明
初
の
朱
権
（
１

３

７

８
│

１

４

４

８

）
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
元
の
時
代

と
あ
ま
り
隔
た
り
が
な
い
の
で
、【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
『
西
廂
記
』
の
曲
と
明
記
し
て
収
ま
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
元
の
時
代
に
そ
の
曲
が
本
来
『
西
廂
記
』
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
差
し
障

り
が
な
い
だ
ろ
う
。
現
代
の
学
者
に
は
【
絡
絲
娘
煞
尾
】
を
元
劇
固
有
の
も
の
と
見
る
方
が
多
い
。
田
中
謙
二
『「
西
廂
記
」
板
本
の
研
究
（『
田
中
謙
二
著
作
集
・
第
一
卷
』
汲
古
書
院
２

０

０

０

年
、
第
２

２

６
│

２

３

０

頁
）、
王
季
思
『
集
評
校
注
西
廂
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
１

９

８

７

年
、
第
47
頁
）
を
参
照
。

（
32
）　
『
西
廂
記
』『
降
桑
椹
』『
西
遊
記
』『
金
童
玉
女
』『
朱
砂
擔
』
の
五
劇
に
は
異
韻
曲
が
二
折
以
上
に
現
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
辺
に
統
計
し
た
作
品
の
総
数
は
三
十
二
種
に
超
え
て
い
る
。
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は
８

折
、
套
曲
の
中
間
で
は
13
折
、
套
曲
の
後
ろ
で
は
21
折
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

第
四
折
に
は
ほ
か
の
三
折
よ
り
異
韻
の
例
が
や
や
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
圧
倒
的
な
差
異
で
は
な
い
の
で
、
一
折
の
異
韻
が
主
に
第
四
折
に
集
中
に

現
れ
る
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。
付
言
す
れ
ば
、
一
折
の
套
曲
の
後
ろ
に
置
か

れ
た
異
韻
は
、
套
曲
の
前
と
套
曲
の
中
間
と
比
べ
る
と
、
事
例
は
す
こ
し
多
く

な
る
。
他
方
、
単
に
末
折
の
状
況
を
み
れ
ば
、
套
曲
の
前
で
は
１

折
、
套
曲
の

中
間
で
は
３

折
、
套
曲
の
後
で
は
11
折
が
そ
れ
ぞ
れ
出
現
例
が
あ
り
、
套
曲
の

後
に
韻
を
異
に
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
三
）
異
韻
曲
の
歌
唱
者
は
正
末
・
正
旦
以
外
の
脇
役
の
ほ
う
が
多
い

　

異
韻
の
曲
を
歌
う
役
柄
に
つ
い
て
、
約
三
十
折
は
全
部
正
末·

正
旦
以
外
の

脇
役
（
浄
・
末
・
旦
児
な
ど
）
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
一
方
、
十
折
（﹇
２

﹈﹇
３

﹈

﹇
６

﹈﹇
７

﹈﹇
11
﹈﹇
15
﹈﹇
22
﹈﹇
26
│

１

﹈﹇
27
﹈﹇
28
﹈）
は
当
該
折
套
曲
の
独

唱
者
を
担
当
す
る
正
末
・
正
旦
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
異
韻
の
曲
は

す
べ
て
脇
役
が
歌
う
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
脇
役
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
事
例

が
多
い
こ
と
は
確
認
し
て
よ
い
。

（
四
）
異
韻
と
宮
調
の
変
更
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い

　

異
韻
曲
の
宮
調
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
８

折
で
は
異
韻
曲
の
宮
調
は
当
該
折

套
曲
と
同
じ
で
あ
り
、
即
ち
宮
調
は
そ
の
ま
ま
で
韻
の
み
を
換
え
て
い
る
。
一

方
、
ほ
か
の
32
折
で
は
宮
調
と
韻
の
変
更
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。
韻
の
変

更
と
宮
調
の
転
換
は
連
動
す
る
と
い
う
傾
向
は
た
し
か
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ

が
絶
対
的
な
規
範
と
は
言
え
な
い
。
ま
ず
、
韻
は
変
わ
っ
て
も
宮
調
は
不
変
で

あ
る
前
述
の
８

例
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
元
雑
劇
に
は
「
借
宮
」（
異
な
る
宮

調
に
属
す
る
曲
牌
を
借
り
て
使
う
）
と
い
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
現
存
の
元
雑
劇
作
品
の
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
宮
調
は
変
わ
っ
て
も
韻
を
変

え
な
い
例
も
多
く
あ
る
。

（
五
）
異
韻
曲
に
は
北
曲
の
ほ
か
南
曲
も
み
ら
れ
る

　

異
韻
曲
は
ほ
ぼ
北
曲
で
あ
る
が
、
僅
か
な
が
ら
【
馬
鞍
児
】（
南
羽
調
）、【
月

児
高
】（
南
仙
呂
）、【
柳
摇
金
】（
南
商
調
）、【
青
哥
児
】（
南
仙
呂
）、【
駐
雲
飛
】

（
南
中
呂
）
の
５

つ
の
南
曲
も
見
ら
れ
る
。
鍾
嗣
成
の
『
録
鬼
簿
』
に
よ
る
と
、

元
雑
劇
「
南
北
合
套
」（
南
曲
と
北
曲
を
同
じ
套
曲
に
用
い
る
こ
と
）
は
元
の

中
期
に
活
躍
す
る
作
家
の
沈
和
甫
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
）
33
（

。
そ
う
な
ら
ば
、

南
曲
が
元
雑
劇
の
作
品
に
出
現
す
る
の
は
沈
和
甫
の
後
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

し
か
し
、【
駐
雲
飛
】
以
外
の
４

曲
の
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
関
漢
卿
、
呉
昌
齢
、

史
敬
先
、
劉
唐
卿
で
あ
り
、
前
の
三
人
の
活
躍
時
代
は
明
ら
か
に
沈
和
甫
よ
り

早
い
）
34
（

。
そ
れ
は
沈
和
甫
の
前
に
「
南
北
合
套
」
が
す
で
に
発
生
し
た
証
と
も
み

な
し
え
る
が
、
一
方
、
前
掲
の
【
月
児
高
】
は
元
人
の
作
で
は
な
く
、
明
の
唐

寅
の
散
曲
作
品
か
ら
借
り
て
元
雑
劇
の
作
品
に
差
し
入
れ
た
と
指
摘
す
る
学
者

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
33
）　

鍾
嗣
成
『
録
鬼
簿
』（『
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
二
』
中
國
戲
劇
出
版
社
１

９

５

９

年
、
第
１

２

１

頁
）
を
参
照
。

（
34
）　

洛
地
『〈
録
鬼
簿
〉
的
分
組
、
排
列
及
元
曲
作
家
的
〝
分
期
〞』（『
戯
劇
芸
術
』
２

０

０

４

年
第
３

期
』）
参
照
。
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も
い
る
）
35
（

。
５

つ
の
南
曲
が
元
雑
劇
の
作
品
に
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
後
の
明
の
人
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
の
か
は
「
南
北
合
套
」
の

発
生
と
い
う
戯
曲
史
の
重
要
な
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
詳
し
く

考
察
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
客
観
的
事
実
の
み
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
六
）
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
異
韻
曲
の
有
無
が
あ
る

　

次
に
、
同
一
作
品
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
異
韻
曲
の
出
現
に
異
同
が

あ
る
の
か
確
認
し
た
い
。ま
ず
、元
刊
本
に
お
い
て
も
明
代
の
各
テ
キ
ス
ト
（
明

本
）
に
お
い
て
も
異
韻
曲
が
現
れ
て
い
る
。
元
刊
本
で
は
五
種
で
あ
り
、
明
本

で
は
二
十
八
種
に
な
る
。『
竹
葉
舟
』
は
元
刊
本
に
も
臧
本
に
も
異
韻
曲
が
存

在
し
て
い
る
。『
単
刀
会
』
は
元
刊
本
に
異
韻
曲
が
あ
る
が
、
脉
本
に
異
韻
曲

が
な
い
。
一
方
、『
気
英
布
』『
薛
仁
貴
』
の
両
劇
は
臧
本
に
異
韻
曲
が
み
ら
れ

る
が
、
元
刊
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
明
本
に
お
い
て
は
異
韻
曲
の
有
無

が
一
致
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

『
倩
女
幽
魂
』
四
種
の
明
本
、『
蝴
蝶
夢
』
两
種
の
明
本
、『
望
江
亭
』
三
種
の

明
本
で
は
、
異
韻
曲
が
い
ず
れ
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
テ
キ
ス

ト
間
で
食
い
違
う
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
瀟
湘
雨
』
三
種
の
明
本
で
は
、

臧
、
孟
両
本
に
は
異
韻
曲
が
あ
る
が
、
顧
本
に
は
な
い
。『
不
伏
老
』
二
種
の

明
本
で
は
、
脉
本
に
は
異
韻
曲
が
あ
る
が
、
富
春
堂
本
に
は
な
い
）
36
（

。

（
七
）
特
別
な
異
韻
曲
に
つ
い
て

　

テ
キ
ス
ト
の
曲
辞
上
で
異
韻
が
判
断
で
き
る
も
の
は
、
異
韻
曲
の
例
と
し
て

前
章
で
提
示
し
て
あ
る
が
、
し
か
し
細
部
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
中
に
ほ
か
の

曲
と
は
や
や
性
格
を
異
に
す
る
特
別
な
も
の
も
あ
る
。

　

一
つ
目
は
﹇
４

﹈『
紫
雲
庭
』
の
【
鷓
鴣
天
】
で
あ
る
。
こ
の
曲
が
い
っ
た

い
ど
の
役
柄
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
か
は
原
本
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

こ
の
曲
の
直
前
に
当
該
折
の
独
唱
者
・
正
旦
と
脇
役
の
卜
児
は
す
で
に
退
場
し

て
い
る
の
で
、
歌
い
手
は
明
ら
か
に
そ
の
二
人
で
は
な
い
。
ほ
か
の
元
雑
劇
作

品
で
は
、『
王
粲
登
楼
』
第
三
折
中
呂
套
前
に
正
末
の
王
粲
が
ま
ず
【
鷓
鴣
天
】

と
う
詞
を
詠
じ
て
か
ら
、
中
呂
の
套
曲
（【
粉
蝶
児
】
か
ら
）
を
歌
い
始
め
る
。

原
文
に
示
し
た
「
詞
云
」
と
の
ト
書
か
ら
み
れ
ば
、
楽
器
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

曲
を
歌
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
の
朗
誦
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、

『
紫
雲
庭
』
に
み
ら
れ
る
こ
の
【
鷓
鴣
天
】
も
単
純
に
歌
詞
を
朗
誦
す
る
形
で

あ
り
、
曲
を
歌
う
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
つ
目
は
﹇
15
﹈『
岳
陽
楼
』
の
【
道
情
曲
】
で
あ
る
。
各
種
の
曲
譜
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
曲
牌
の
著
録
は
見
ら
れ
な
い
。
中
呂
宮
に
【
道
和
】（
ま

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
35
）　

徐
扶
明
の
『
元
代
雑
劇
芸
術
』（
上
海
文
藝
出
版
社
１

９

８

１

年
、
第
93
頁
）
に
よ
る
。
こ
の
曲
お
よ
び
ほ
か
の
四
つ
の
南
曲
は
元
雑
劇
の
作
品
に
本
来
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
考

察
は
別
稿
に
譲
る
。

（
36
）　

そ
れ
ら
の
事
情
は
二
つ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
よ
う
。
一
つ
目
は
、
一
折
に
お
け
る
異
韻
の
現
象
は
も
う
す
で
に
元
の
時
代
か
ら
発
生
し
、
明
本
に
あ
る
異
韻
曲
は
す
べ
て
明
代

の
人
が
勝
手
に
付
け
加
え
た
と
一
概
に
論
じ
て
は
い
け
な
な
い
。
二
つ
目
は
、
同
じ
作
品
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
異
韻
曲
の
有
無
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
異
韻
曲
が
あ
っ

た
が
、
後
に
改
竄
さ
れ
た
り
削
除
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
、
異
韻
曲
が
見
ら
れ
な
い
元
雑
劇
の
作
品
も
ほ
か
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
窺
い
知
れ
る
。



元雜劇「一折一韻到底」説についての再検討

（231）828

た
【
道
合
】）
と
い
う
曲
牌
の
用
例
が
あ
る
が
、『
岳
陽
楼
』
の
【
道
情
曲
】
と

句
格
が
一
致
す
る
も
の
は
な
い
た
め
、【
道
和
】
と
は
異
な
る
も
の
と
わ
か
る
）
37
（

。

元
雑
劇
に
は
道
情
の
曲
を
歌
う
例
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、『
翫
江
亭
』

第
二
折
に
「
牛
員
外
打
愚
鼓
簡
子
上
、
唱
道
情
云
」（
牛
員
外
が
太
鼓
と
簡
子

を
打
っ
て
登
場
し
、
道
情
を
歌
う
）
と
い
う
ト
書
き
の
後
に
三
十
句
の
歌
詞
が

続
き
、【
道
情
曲
】
と
い
う
曲
牌
の
標
識
は
な
い
。
た
だ
、『
岳
陽
楼
』
の
【
道

情
曲
】
の
長
短
句
と
は
異
な
り
、『
翫
江
亭
』
の
歌
詞
は
斉
言
体
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
注
目
に
値
す
る
の
は
【
道
情
曲
】
の
前
に
示
し
た
「
末
舞
科
唱
」（
末
、

舞
う
し
ぐ
さ
、
唱
う
）
と
い
う
ト
書
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
正
末
・
呂

洞
賓
が
舞
を
舞
台
で
実
際
に
舞
い
な
が
ら
、【
道
情
曲
】
を
歌
う
こ
と
に
な
る
。

当
該
折
の
外
の
部
分
と
は
こ
と
な
り
、
道
教
的
雰
囲
気
が
濃
厚
に
伝
わ
る
特
殊

な
一
場
面
と
想
像
で
き
よ
う
）
38
（

。

　

三
つ
目
は
﹇
25
│

２

﹈『
金
童
玉
女
』
の
【
青
天
歌
】
で
あ
る
。
こ
の
曲
も
ま

た
道
情
の
曲
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
臧
本
に
は
32
句
の
歌
詞
が
あ
っ
て
全
部

七
字
句
の
斉
言
体
に
な
る
が
、
古
本
と
継
本
に
【
青
天
歌
】
と
い
う
曲
名
の
み

が
ト
書
き
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
詞
が
載
っ
て
い
な
い
。『
九
宮
大
成
』
の

南
仙
呂
に
は
【
青
天
歌
】
の
例
を
四
曲
収
め
て
い
て
い
る
が
）
39
（

、
い
ず
れ
も
長
短

句
の
曲
格
な
の
で
、『
金
童
玉
女
』
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
鄭
騫
の
『
北

曲
新
譜
』
に
は
『
金
童
玉
女
』
の
【
青
天
歌
】
を
収
録
し
て
い
る
が
、
套
曲
に

属
す
も
の
で
は
な
く
「
挿
曲
」
と
し
て
扱
い
、
明
初
に
誕
生
し
た
新
た
な
曲
調

だ
と
主
張
し
て
い
る
）
40
（

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
岳
陽
楼
』（
古
本
）
に
お
け
る

道
情
の
歌
唱
は
曲
牌
体
の
長
短
句
で
あ
る
の
で
、
道
情
は
元
雑
劇
音
楽
の
一
種

の
題
材
と
し
て
斉
言
体
と
長
短
句
（
曲
牌
体
）
の
ど
ち
ら
の
体
裁
を
取
る
曲
を

歌
う
こ
と
も
可
能
だ
と
窺
え
よ
う
）
41
（

。

　

四
つ
目
は
﹇
28
﹈『
貨
郎
旦
』
の
【
九
轉
貨
郎
児
】
で
あ
る
。
先
行
研
究
に

よ
れ
ば
、
こ
の
曲
は
、
全
部
で
九
曲
か
ら
な
り
、
第
一
曲
は
【
貨
郎
児
】
本
来

の
句
格
で
あ
る
が
、
後
の
八
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
宮
調
に
属
す
る
曲
か
ら
若

干
句
を
取
っ
て
【
貨
郎
児
】
の
句
格
に
付
け
加
え
る
と
い
う
形
式
に
な
り
、
違
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（
37
）　
【
道
和
】
の
曲
格
に
つ
い
て
鄭
騫
『
北
曲
新
谱
』（
藝
文
印
書
館
１

９

７

３

年
、
第
１

５

８
│

１

６

２

頁
）
を
参
照
。

（
38
）　

有
澤
晶
子
『
元
明
雑
劇
に
み
る
道
情
の
演
劇
表
現
に
つ
い
て
』（「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
通
号
三
四
）」
１

９

９

９

年
、
第
１

０

１
│

１

０

２

頁
）
は
、「
逍
遥
楽
」

が
道
教
儀
礼
の
要
素
を
持
っ
た
一
種
の
舞
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
39
）　
『
九
宮
大
成
南
北
詞
宮
譜
』（『
善
本
戲
曲
叢
刊
第
六
輯
』
台
湾
学
生
書
局
１

９

８

７

年
、
第
３

８

４
│

３

８

６

頁
。

（
40
）　

鄭
騫
氏
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』、
藝
文
印
書
館
１

９

７

３

年
、
第
３

４

４

頁
を
参
照
。
ま
た
、
明
初
の
朱
有
燉
が
作
っ
た
『
蟠
桃
会
』（
正
宮
套
曲
の
後
ろ
）
と
『
半
夜
朝
元
』（
雙
調
套

曲
の
中
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
句
・
十
句
の
【
青
天
歌
】
も
あ
り
、
前
述
の
『
金
童
玉
女
』
と
同
じ
七
字
斉
言
体
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
も
脇
役
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
も

の
で
異
韻
の
挿
曲
で
あ
る
。
鄭
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、【
青
天
歌
】
は
雑
劇
に
お
い
て
挿
曲
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
の
全
真
道
の
丘
處
機
（
１

１

４

８
│

１

２

２

７

）
に
は
す
で
に
【
青
天
歌
】
の
作
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
は
明
初
に
な
っ
て
始
め
て
誕
生
し
た
新
し
い
曲
調
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
曾
瑩
『「
青
天
歌
」
考
』（『
戲
曲
與
俗
文
學
研
究
』

２

０

１

６

年
第
２

輯
）
を
参
照
。

（
41
）　

時
俊
静
の
『
元
曲
曲
牌
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
２

０

１

８

年
、
第
２

４

２
│

２

４

７

頁
）
に
は
道
情
曲
を
論
及
し
て
い
る
が
、
詳
ら
か
な
考
察
で
は
な
い
。
現
存
の
元
雑
劇
作
品
に
お
け

る
道
情
曲
の
数
、
特
徴
、
舞
台
上
の
歌
唱
な
い
し
は
明
代
に
お
け
る
変
容
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
だ
詳
し
く
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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う
宮
調
を
用
い
て
組
み
合
わ
せ
た
「
集
曲
式
」
の
套
曲
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
）
42
（

。

し
か
も
、
違
う
場
面
の
情
景
や
感
情
の
変
化
を
表
す
た
め
に
、
一
曲
ご
と
に
韻

を
換
え
て
九
曲
を
漏
れ
な
く
全
部
使
う
の
は
一
般
的
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

【
九
轉
貨
郎
児
】
は
本
来
換
韻
の
特
質
を
持
っ
て
い
る
と
わ
か
る
。
た
だ
、
こ

の
よ
う
な
特
別
な
九
曲
の
組
み
合
わ
せ
は
い
つ
か
ら
元
雑
劇
の
音
楽
系
统
に
導

入
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
融
合
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
。お

わ
り
に

　

以
上
で
、
本
稿
は
「
一
折
一
韻
到
底
」
説
の
由
来
を
考
察
し
た
う
え
で
、
現

存
の
元
雑
劇
作
品
に
お
け
る
「
一
折
一
韻
到
底
」
説
に
そ
ぐ
わ
な
い
例
お
よ
び

異
韻
曲
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
元
代
で
は
「
一
折
一
韻
到
底
」
と

い
う
説
は
ま
だ
論
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
代
の
後
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
当

時
の
戯
曲
家
に
唱
え
ら
れ
、
後
の
清
代
に
ま
た
受
け
継
が
れ
て
近
現
代
の
学
者

に
も
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
定
説
に
な
っ
た
「
一
折

一
韻
到
底
」
説
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
一
つ
の
条
件
が
必
須
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
元
雑
劇
の
一
折
に
お
い
て
套
曲
の
ほ
か
に
別
の
曲
が
一
切
存
在
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
現
存
の
元
雑
劇
の
作
品
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
大
多
数
の
作
品
で

は
、
そ
の
一
折
の
曲
は
套
曲
の
み
で
あ
る
が
、
本
稿
で
考
察
し
た
通
り
、
元
雑

劇
の
総
作
品
数
の
約
五
分
之
一
を
占
め
る
作
品
で
は
、
一
折
に
お
い
て
套
曲
の

ほ
か
に
異
韻
曲
も
存
在
し
て
い
る
た
め
、「
一
折
一
韻
到
底
」
は
現
存
の
元
雑

劇
作
品
の
大
勢
と
は
言
え
る
も
の
の
、
こ
の
大
勢
か
ら
外
れ
た
異
韻
曲
の
存
在

を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
一
折
に
お
け
る
異
韻
曲
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
具
体
例

に
即
し
て
考
察
を
加
え
た
が
、
韻
を
套
数
と
異
に
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
ま
だ

詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
異
韻
曲
の
歌
唱
者
は
正
末
・

正
旦
も
あ
れ
ば
、
そ
の
以
外
の
脇
役
も
あ
る
と
い
う
事
情
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の

原
因
を
元
雑
劇
の
歌
唱
体
制
と
舞
台
上
演
の
実
態
に
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
は

な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
、
詳
し
い
検
討
は
ま
た
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
一
点
に
つ
い
て
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。
異

韻
曲
に
は
、
韻
と
宮
調
の
変
更
は
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
宮
調

と
韻
を
両
方
変
え
れ
ば
、
音
楽
上
で
は
明
ら
か
な
変
化
が
起
こ
る
と
想
像
で
き

る
が
、
韻
を
変
え
て
宮
調
を
変
え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
宮
調
を
変
え
て
韻

を
変
え
な
い
「
借
宮
」
の
ケ
ー
ス
も
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
元
雑
劇
の
音

楽
的
変
化
に
い
か
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
）
43
（

。
一
方
、
元
雑
劇
の
生
成
と
発
展
に

影
響
を
与
え
た
諸
宮
調
の
場
合
、
宮
調
と
韻
の
変
更
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
同
時
に

行
わ
れ
て
い
る
。
宋
元
の
演
劇
の
音
楽
形
態
と
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
な
の
で
、

宮
調
と
韻
と
の
関
係
、
さ
ら
に
諸
宮
調
と
元
雑
劇
に
お
け
る
こ
の
関
係
の
異
同

な
い
し
は
異
同
が
発
生
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
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（
42
）　

楊
蔭
瀏
『
中
国
古
代
音
楽
史
稿
』（
人
民
音
楽
出
版
社
１

９

８

１

年
、
第
４

７

９
│

４

９

９

頁
）
と
鄭
騫
『
北
曲
套
式
彙
錄
詳
解
』（
前
掲
注（
17
）、
第
50
│

60
頁
）
を
参
照
。

（
43
）　

洛
地
の
『
宮
調
与
換
韻
』（『
中
国
音
楽
』
２

０

１

５

年
第
２

期
）
を
参
考
。


